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1 . は じめに
対涜圏上部 に あ らわ れ る婁■( 上層婁)は水 晶か ら で きて おり , 日射を比較 的よく透過 し
地表面か らの赤外放射 をかなり吸収す る の で , 温 室効果 があ る こ とが知 られ て い る . こ の
ため . 上層募 の 動態や上層書 の維持機構 を明 らか に して おく こ と 机 今後の 気候温 暖化の
定量 的予測 の た め に必 要で あ る . 特に , 背の 高い積雲対流 に伴 っ て 現れ る上 層要は , しば
しば顕著な日変化 を示 す ･ 上 層婁 が放射過程 に及 ぼ す影響は . 婁の F変化と 日射の 日変化
の 位相 関係に よ り変化す るの で , 上層 雲の 日変化は 塞が気候 に及ぼ す影響を 考え る上 で 重
要 な情報で ある ･ こ の 情報を得るに は, 短 い 時間 間隔で簡紺 で き る静止気象 衛星デ ー タ の
利用 が 適して い る .
チ ベ ッ ト高原 は . 年間 を通 じて 硬乱雲 が発達 し, 上 層葺の 日変化 の 著しい 場所と して 知
l
られて いる . 暖候斯 (4 - 9月) の 3時間毎 の GM S(ひま わり) の 赤外婁画像の解析に
より, Asai et all (1998)は . チ ベ ッ ト高原上 で 日変化 に伴う上層裏 の鶴大
■
が 1 8時頃 (現
地 時間 , 以下 同様) に現れる が, そ れよ り東方 の 中国大陸の平野部 で はチ ベ ッ ト高原か ら
散れ る ほ ど日変化 の 極大が現れる時間が遅 れ る こ と を示 した . また , 位相の 泉財的な連 れ
は盛夏期 く7 - 8月) に は不明瞭に なる こ とか示 さ れ, こ の 原因と して , 盛 夏期に チ ベ ッ
ト高 原 を越え る 偏西風が弱ま る ことと , 平野部 で対流活動が 啓発 に なる こ とが 考 え られ た .
本研究は , Asai et al. (1998)に 引き続く もの で , 早春耕の GM S 赤外画像水蒸気画像を
解析 し た ･ チ ベ ッ ト高度東方で の上 層妻 の 日変化の 位相の 連 れ は早春斯で も 鞍卸さ れ る
.
こ-
とを示 し. 位相 の 遅 れが生 ず るメ カ ニ ズム の 考察を行 な っf:.
2 . 拝具
解析 に用 い た 資料は, 防災科学技術研究所で 受倍 され た 1 9 9 7年3月の 毎 日 の 3時間
毎 の G M S赤外画 像 (l l. 5 - 1 2 . 5 fL m) と水蒸気画 像 (6 . 5 - 7 . O FL m) で
あ る .
2 - 1 . 赤 外画 像の 解析
まず , 赤外画像 からT B B が 2 35 E:以 下 の 領域 を上層芸域と して 抽出 し た . 次に , 上
層 要の 日変化 の 位相分 布を示 す ため , 各時刻毎 に上層婁 域出現頻度 ( 以下, 上 層尊皇) の
月平均値を求め, 全期間 の 平均値 (日変化が 除かれて い る) か らの 偏差 を図示 した (囲1)
チ ベ ッ ト高原で は , 1 0 - 1 3 t7 T C(現地 時間1 6 - 1 9時) に大き な正 偏差が現 れ ,
39
従来か ら指摘 され て き た よう に上層婁塞 が夕方に 顕著 に増大す る ･. 1 6 1J T C以 降 ･ 高原
上 の 雲量 は減少を始める が, 代わ っ て 高原の す ぐ東方 (東森 1 03度付近) に琴量 の 正偏
差域が現れる . こ の 正偏差域 は , i 日に つ き経度 γ 2 0度 (位相速度 - 2 5m / s) で 東
に移動 し, こ の感 動は 日本 付近 ま で追跡 で き る , こ れは, Asai et all (1998) が指摘 した 上
層婁の 日変化位
‾
相の 規則吋な 連れ に相当 し . こ の現 象 が早春期 に もみ られ る こ とを示 して
い る .
2 - 2 ､ 水蒸 気画像の 解析
早春期 に も,..チ ベ ッ ト高原 上で は帝乱 雲が 活発に 発達す る こ とが知 られ て い る が , チ
ベ
ッ ト高原以 外で は 背の高 い 積乱雲が出現す る こと は少ない のて･ 高原東方 の 上層票 量 日 変
化a)原 因を高原上 で 発 達 した 積乱婁群の 東進 に 求め る こ と は難 しい ･ しか し , 壊乱婁は 対
涜圏 の 下層か ら上 層に水 蒸気 を輸送す る の で , チ ベ ッ ト高 原上 の 対流圏上 層 で は , 積乱 雲
の発 達 す る夕方に , 周囲よ り も水蒸気量 の 多 い 金気塊が形成 さ れ る と考え られ る ･ こ の 空
気塊が高原上を通 る偏西風 に よ っ て 東 に輸送され れば , 高原 の 東方で 対 流圏上層 の 水蒸気
量 に日変化が生 じるの で . そ れが上層 雲量 の 日変化 をもた らす こ とか考 え られ る ･ 実 臥
上層 婁量 日変化の 位相速度 (2 5m / s) 紘, 4 0 0 h Pa 面 の 平均風速 と ほ ぼ
一 致して
い たこ
そ こ で, G M Sの 水蒸気画 像を用 い て , 対流圏 中上膚 の 水蒸気量分布を詞 ぺ て み た ･ G
M Sの 水蒸気画像 の T BB は気温 と対 流圏中上 層の 水蒸気量 に より変化す る が, 気温 が
一
束な らば水茶気量が多 い ほ どT B Bが小 さ い 値を示 す . た だ し , 上層書が ある場合 に は T
畠BはJ=厚垂め宰頂温度 に近 い価と な り , 上層 雲 より下方 の 水菜気量 を反映 しな い ･ そ こ
で , 岩暗と容由具-(‡由7)を参考 に水蒸気画像 の T B Bが 2 3 5 K以下 の 領域 を上層 霊 域と
i,て あらか じあ除去し, そ れ 畝外 の頗域 の T B B僧 を解析 した ･ 3月 の 全期間 の 平 均 分布
( 園2) に は . チ ベ .y
l
ト高原 上 とそ の 東方に T B Bの 低 い 領域 が み られ , 高原上 か ら東方
へ の水煮気翰送 が示唆さ れた .
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園1 3時間毎 に平均 した 上層 雲量 (T B Bが 2 3 5 K以 下 の 額域の 出現頻度) の仝新 聞
平均値 (日変化 が除かれて い る) からの 偏差 (%) . 期間は 1 9 9 7年3月 .
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囲2 1 9 9 7年 3月 の 水蒸気画像 の T B B の月平 均億 (K) . た だ し , 上 層雲 の 彰琴を
除き水蒸気分布 をみ る た め , 平均値を求 め る前 に各 画像 で T B Bが 2 3 5 K以 下 の 領 域を
あ らか じめ 除い た .
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